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　LED照明に対する関心は、時が経つ
につれ、より大きなものとなっている。
だが、不思議なことに、LED以外の構
成要素については、あまり耳にするこ
とがない。構成要素の中でも特に重要
なのは、ドライバである。
　ドライバの設計では、駆動の対象で
あるLEDは負荷として適切か、効率を
落としてしまっていないか、LEDは厳格
な基準に基づいて選択しなければなら
ないのか、簡単に廃棄できるのかとい
ったことを検討しなければならない。
ドライバの設計は、すでに十分に理解
された成熟した分野であると考えてい
るなら、それは誤りである。本稿では
その理由について説明する。ドライバ
の設計は、均一性や信頼性を向上させ
るための力率補正や、高度な調光など、
新しい要件や、新しい用途に対応する
ために急速に進化しているのだ。
 
拡大するドライバIC市場 
　まず最初に、1つ認識しておくべきこ
とがある。それは、ほとんどのLEDドラ
イバにおいて重要な要素となるドライバ
ICの市場は、すでに20億米ドル（約1625
億円）という莫大な規模を誇るもので
あるということだ。また、この市場は、
LEDの市場とほぼ同じく、年間約13％
という速さで成長している（図1）。
　LEDドライバICの多くは、携帯電話
機やテレビ受像機などが備える液晶デ

ィスプレイのバックライトに使用され
ている。これらの一般消費者向け製品
は、製品サイクルが短く、性能／サイ
ズ／コストが厳しく管理される。その
ため、ドライバICの業界も、激しい
変化にさらされていることになる。
　LEDドライバの大きな市場として期
待されているのが、LED照明の分野で
ある。LED照明製品は何年も前から存
在するが、当初、その用途は建築照明、
標識、懐中電灯といったニッチな分野
に限られていた。現在では、既存の電
球からの置き換え用のLED電球が電器
店で販売されており、大量販売に向け
た兆しが見られるようになった。ただ
し、そのサイズ、効率、コストに対し
ては厳しい要求が突きつけられてい
る。それを乗り越えれば、建造物の所

有者が、従来の照明よりもライフサイ
クルコストが低いLED照明を選択する
ようになり、一般的な商業用／産業用
照明の分野における成長が見込めるよ
うになる。ただ、家庭用照明について
は、個人レベルの住宅所有者が、電球
交換の労力をいとわず、ライフサイク
ルコストの節減をそれほど真剣に求め
ることはないため、LEDの普及にはも
う少し時間がかかりそうである。
　ドライバは重要であるにもかかわら
ず、業界ではその位置づけが過小評価
されている。そして、ドライバ市場の予
測は困難である。以下では、その理由
について順に説明していく。

紛らわしい用語
　ドライバ市場について理解するのが
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LEDドライバの市場について理解するには、複雑な設計、変動の激しい価格、
多様な集積レベル、紛らわしい用語といった事柄を整理しなければならない。
本稿では、これらについて解説する。

重要なのに理解しにくい
LEDドライバの市場
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図1　LEDドライバICの売上高は、高輝度LED市場の成長に伴って増加している。現時点で最
も売上高が大きいのは、モバイル機器やテレビのディスプレイで用いられるバックライトの分野で
ある。LED照明も、今後大きく成長する分野として期待されている（提供：ストラテジーズ・アン
リミテッド社）。
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テム電源で行うものと考えられている。
しかし、多くのLEDアプリケーション
においては、その負荷に対応するため
の電圧変換（電圧コンバータ）が必要と
なる。このことを目的として専用のIC
が使用される場合がある（図4（c））。例
えば、LEDバックライトの場合、10個
以上ものLEDを直列に接続し、合計60 
V以上の電圧で駆動することもある。

ICへの集積とカスタマイズ
　電圧変換部の構成としては、図4（c）
とは別のものも考えられる。例えば、図
4（d）のように、電圧コンバータと電流コ
ントローラを同一チップ上に集積するこ
とが可能である。このように電圧変換
と電流制御の機能を統合するかどうか
は、部品点数を減らす必要性や電流の
要件といった多数の要因に依存する。
　LEDドライバICは、理解するのが特
に難しいものである。なぜなら、複数
の機能や部品のうち、どれを単一のチ
ップ上に集積するかということが状況
によって異なるからだ。例えば、携帯

型端末におけるLEDフラッシュやバック
ライトの制御については、複数のICに
よって実現するのか、単一のICにす
べての機能を集積するのか、あるいは
端末の別の機能とともに汎用の電源管
理IC（PMIC：Power Management IC）
で制御するのか、といった選択肢が存
在する。筆者らは、あるICが、電池の
充電管理といったほかの機能のための
電圧制御も担う場合、そのICはLED
ドライバICではなく、別のカテゴリの
PMICであると見なしている。したが
って、そのようなPMICの採用が広ま
ると、LEDドライバICの売り上げの一
部がPMICの売り上げへと移行するこ
とになる。
　BCD（Bipolar‐CMOS‐DMOS）プロ
セスを使用して、高電圧での動作が可
能なLEDドライバICを製造するチップ
メーカーもある。BCDプロセスでは、
低電圧動作のアナログ回路や高電圧動
作のパワートランジスタなど、多様な
回路素子を単一のチップ上に集積する
ことができる。このプロセスを有して

いるファウンドリやチップサプライヤ
にとっては、LEDドライバICは利幅の
大きい商品となり得る。
　顧客は、用途に完璧に合致するカス
タムIC（ASIC）を採用するか、それとも
NREコスト（non recurring engineer­
ing cost）の発生しない汎用製品を使用
するかという選択も行う必要がある。
多くの場合、顧客は製品サイクルにお
いて変化する多くの要求に基づいて、
カスタム製品と汎用製品のうちどちら
を使うかを決定する。

AC-LEDは混乱の原因か？
　AC­LED（AC電源で直接駆動可能な
LED）という新たなカテゴリの製品に
より、ドライバの市場はより複雑なもの
になる可能性がある。最もシンプルな
形態では、AC­LEDを利用するにあた
ってドライバは必要ない。あるいは、基
本的な部品をいくつか使用して、わず
かではあるが電流を制御する設計も存
在する。非常にうまくいけば、AC­LED
を用いた交換用電球などは競争上の優
位性を獲得し、LED照明の市場を大幅
に拡大させる可能性がある。これが実
現すれば、LED業界と最終消費者の双
方にとって良いことなのかもしれな
い。しかし、旧来の製品向けのドライ
バの売り上げは失われることになる。
　実際のところ、筆者らは、AC­LEDは
特定の製品分野にしか影響を与えない
だろうと予測している。交換用電球に
ついては、革新を求める圧力が非常に
強いが、AC­LEDの位置づけはいくつ
かの新しいソリューションのうちの1
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図3　この概略回路図に
おけるドライバ（点線枠
内）には、電圧コンバー
タと電流コントローラが
含まれている。プログラ
マブルなマイクロコント
ローラは、ドライバには
含まれていない。マイク
ロコントローラはLED
製品の外部に存在し、タ
イミング、調光、色制御
といった機能を担う。
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つにすぎない。また、古くて革新性に
欠ける設計が入り込む余地もなく、す
べての人々に多くの機会が存在する状
態となるだろう。
　高電圧LED（HV­LED）というのも話
題性の高い用語となっているが、これ
がドライバ市場に及ぼす影響は小さい
と考えられる。一般に、LEDベースの
製品には、直列に接続されたLEDス
トリングが使用されている。最近まで、
LEDはディスクリートのパッケージに収
容されて照明／ランプに組み込まれて
いた。HV­LEDは、LEDストリングを
単一のチップまたは単一のパッケージ
に収容することによって、顧客にいく
つかの利点を提供する。ただ、このこ
とは、ドライバの設計にはほとんど影
響を与えない。すべての製品の設計で
考慮しなければならない、LED負荷に
関する一般的な考察が必要になるだけ
である。

激しい価格変動
　ICの価格見積もりも、将来の予測を
複雑にする要因である。時の経過とと
もに、製造数が増加して利幅が縮小し、
ICの価格が低下するのは明白である。
明らかでないのは、製品構成の変化が
平均価格に与える影響についてだ。新
たな製品は、同じ分野のより成熟した
製品よりもずっと高い価格で供給され
る。その代わりに、部品点数の削減や
性能の向上といった点で、旧製品との
差異化が図られているかもしれない。
また、新たな製品は、ウエハ上でより
大きな面積を占有する大きなチップを

使用していたり、よりコストのかかる
ファウンドリプロセスを採用していた
りするために価格が高い可能性があ
る。あるいは、単純に、より価値の高
いものに仕上がっており、チップサプ
ライヤにさらなる利幅を提供できると
いった理由で高い価格が設定される場
合もある。
　ドライバIC、LED、最終製品など、
サプライチェーンにおける製品の一時
的な供給過多／不足によっても価格の
変動が生じる。筆者らはこのような短
期的な変動は無視し、需要と技術に潜
在する中期的な傾向に着目して調査を
行っている。
　ドライバに比べれば、LEDは比較的
均一性の高いものであり、理解しやす

い。あるサプライヤが述べていたこと
だが、ドライバについて説明するには
詳細な部分に触れる必要があるが、そ
の長い説明に耳を傾けていられるだけ
の忍耐力や専門知識を持つ顧客はほと
んどいない。しかし、少し辛抱して話
を聞けば、LEDドライバは、多大な関心
を集めるLEDアプリケーションにおい
て、非常に重要な要素であることが理
解できるはずだ。
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図4　LEDドライバの設計には、電流制限抵抗のみを使用するものから、複数のチャンネルに加
えて、電圧変換機能までもが単一のドライバICに集積されたものまで、さまざまな種類がある。
各製品および各用途に対して、それぞれに特有の設計が存在する。各図において、LEDストリン
グは単一のダイオードとして示している。




